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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・小笠原　きみ様～東病棟Ｃユニット5号室に医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・駒木　洋士様～主治医診察あり、本日から寝る前のロドピン除剤、点滴は本日分のみ処方あり。明日以降は食事量や水分量で他のDrに指示を仰ぐように、また本日の採血結果何かあれば他のDrに指示をあおぐようにとのこと。
柞木田Drに採血結果を報告し、6/12点滴2本、6/13点滴1本処方あり。また、6/13に採血の指示あり。

[bookmark: _GoBack]・庭田　久美子様～他科受診より帰院している。血液検査、CTを実施したとのこと。結果は1週間後に家族のみ受診予定となる。また、主治医面談の希望あり、調整できしだい家族連絡をしていくこととする。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中、壁叩きや他室侵入を繰り返し落ち着かない様子あり、早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前2時間、午後3時間の開放観察指示あり。開放中ホールで過ごされており粗暴行為等無く経過。過度な飲水要求なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。不穏・興奮無く、静穏にて経過され、開放観察中はホール内歩いて過ごしていること多い。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除ができるよう、努めていく。

＜柞木田Dr診察情報＞
・小向　ヒサ子様～主治医から診察あり。昨日長女様から連絡のあったおくでら整形外科ク
リニックを受診する事に許可あり。その旨を長女様に連絡している。

・長浜　厚子様～携帯電話の使用許可が出ている。

他の患者様に処方・指示内容に変更無し。

＜深澤Dr診察情報＞
・大平　香奈様～主治医からの診察あり。診察の結果、携帯電話の使用許可、西病棟への転出可の指示あり。

・藤井　崇史様～明日からミヤBMが開始となる。

他の患者様に処方・指示内容に変更無し。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年6月11日　 12：28
　氏　　名：小笠原　きみ（おがさわら　きみ）様
　生年月日：昭和4年7月10日(95歳)
　病　　名：認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　80代後半には食事のメニューの内容を思い出せないなどの症状あり。
　　令和3年頃、肺炎発症し八戸赤十字病院へ入院。筋力低下や身体機
　　能低下見られたためリハビリ目的でメディカルコート八戸西病院へ
　　転院。R5年4月自宅へ戻っていた。令和3年～5年頃までの間で、年
　　に一回程度大きく転倒していた。R6年春頃、転倒して肋骨骨折受
　　傷し八戸赤十字病院へ入院しその後もメディカルコート八戸西病院
　　へ転院しリハビリを受けていた。その際に不眠症状あり、睡眠導入
　　剤が処方となっていた。同年7月に自宅へ退院。同時期には、以前
　　なかった失禁がみられ、易転倒性も目立ち月に一回程度転倒してい
　　た。その後も物忘れ症状増加みられ、当日の予定も覚えられなくな
　　るなどあり 次男様より、認知症の鑑別希望ありR6.10．23当院初診。　
　　その後服薬にて外来治療継続していた。現在在宅では介護保険利用
　　にて訪問看護・介護、ショートステイを利用しているが、R7.4～5月
　　に肺炎に罹患し在宅にて訪問診療を受け点滴にて肺炎は寛解したが、
　　その後より排泄時のズボンの上げ下げなど介助を要するようになり、
　　介護を担う息子様も隻腕で本人の対応は物理的に難しくなってきてい
　　ることから施設を探しているが、現状では施設の見学もままならなず、
　　予算が合う施設も空きがないことから、環境調整目的にて本日東病棟
　　Cユニットへ医療保護入院となる。

